
ビジョン：大滝の地域環境に育まれた、人と人とのつながり、人と自然とのつながりを未来に！

ありたい未来

地域資源

課題

成果
目標

取組
内容

担い手

「大滝地域で子どもを育てたい！」
「大滝で育ってよかった！いつか大
滝に戻ってこよう！」と思ってもらえ
る地域に！

地域商社を核に、関係・交流人口を
増大させ、ローカルベンチャーが生ま
れる環境を創造したい！やりたいこと
ができる地域に！

地元の農林資源を活用した「食」を
通じた人々の「つながりの拠点」を形
成し、地域の元気づくりの拠点とした
い！

放課後児童クラブの開業
運営システムの確立

地域商社の創業
大滝地域のブランディング

根本的課題としての人口減少・少子高齢化

高齢者・単身者の
食の貧弱さ

地域の活力低下
買物・交通弱者

の存在
子どもを預ける場

所がない
産業衰退

働く場がない
農業衰退
耕作放棄地

コミュニティ・カフェの創業
地域の交流拠点づくり

地域の女性陣、学校給食調理
師、滋賀県立大学学生、担当地

域おこし協力隊

神社・観光協会・大学など自販機関
係者、酒蔵所有者、焼酎研究者、農
産物・飲食コンサル、飲食店マネー
ジャー、醸造所設立経験者、担当地

域おこし協力隊

担当地域おこし協力隊
滋賀県立大学学生・教員
町の教育・学校関係者
居場所づくり協力者

大滝小学校の給食をモデルに、地
域の食材を活かしたカフェメニュー
を開発しカフェを開始する。おおた
き給食弁当は引き続き製造販売し、
高齢者などに配送サービスを実施
する。

おいしい水
農林水産物

人情に厚い
地域住民

立地：ほどよい
田舎、観光資源

おおたき
ものづくりラボ

使われていない
酒蔵おいしい給食

地域特産品自販機を手がかりにした
キャラクター「こいしまる」を活かした地
域のブランディングを実践しつつ、酒蔵
リノベーションプロジェクト（酒粕のアッ
プ・サイクルによる焼酎づくり）を具現化
し雇用を創出する。

既存のものづくりラボの継続に加え
て、放課後児童クラブを開設し居場
所づくりを拡充。「みらいチケット」な
どの取り組みを参考に、利用者や民
間企業から資金的な支援を得る仕
組みを構築する。

人員連携

おおたき給食弁当を核としたｺﾐｭﾆﾃｨ・ｶﾌｪ
の整備による地産地消・食の循環づくり

目標年商1億円！地域資源を活用した
地域商社の創業

地域資源を活用した子どもも親も生き
生きする居場所づくり
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人員連携

方針＝環境：豊かな自然環境の保全・活用、社会：育まれたつながり・文化の継承・活用、経済：地域資源を活かした雇用の創造
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